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一九一九（大正八）年以来、世田谷キャンパスに現在
も残る大講堂内には、堂々たる野田卯太郎の写真と野田の書画が掲げられている。国士舘の創立期において、野田卯太郎という人物は、欠くことのできない最大 支援
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国士舘を支えた人々
者のひとりである。　
野田卯太郎は、一八五三（嘉永六）年一一月二一日、
筑後国三池郡岩津村（現福岡県みやま市）に、野田伊七の長男として生まれた。豪農の家であったが、父の早世の後に、外祖父森右衛門の養嗣子となり、貧しい豆腐屋を継ぐこととなる。この苦労の中で学問修養に励み 雑貨商として成功する一方で、時 自由民権運動にも参加し、 九州改進党に入党。岩津村村議を経て、 一八八六（明治一九）年には福岡県議会議員となり、福岡の地方政界で影響力を有するに至る。 また、 殖産興業勃興 時にあって、実業界に身を投じ、一八八六（明治一九）年に三池銀行を創設。次いで三井家の後援を得て 三池紡績会社や三池土木会社などの創設に関わり成功を収め、徐々に中央政界の要人の面識を得ることとなった。 このなかで一八九八（明治三一）年の第五回総選挙に福岡県より自
野田　卯太郎
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由党から出馬し、衆議院議員として国政に舞台を移し、一九〇〇（明治三三）年の伊藤博文による立憲政友会創立に参画。以後、特に原敬の腹心として、幹事長・総務委員・政務調査会長・政友会副総裁などの党内要職を歴任し、 政治家としての地位を確立した。 また、 一九一三 （大正二）年より、国策会社である東洋拓殖会社副総裁を務め、朝鮮に在居した後、一九一八（大正七）年の原敬内閣、次いで高橋是清内閣で逓信大臣を、一九二五（大正一四）年の加藤高明内閣では商工大臣を、それぞれ歴任した。晩年は 徳富蘇峰命名の「無為庵」 世田谷池尻の地に設けて居を構え、一九二七（昭和二）年二月二三日、七五歳で逝去した。野田の伝記として、逝去直後刊行された『野田大塊翁逸伝』 （石田秀人著 一九 七年と『野田大塊伝』 （野田大塊伝刊行会 一九二 年）がある。号「大塊」の通り、体躯も気質も豪快な上に 独特の包容力と調和性を有したことが記されている。　『野田大塊伝』を刊行した「野田大塊傳刊行會」には、顧問に頭山満、徳富蘇峰、犬養毅などが ま 発起人には柴田德次郎や上塚司など国士舘創立に関わる人物の名が含まれている。加えて、編集著作を担当した坂口二郎は、当時有名なジャーナリスト ひとりであり、一九三八 （昭和一三） 年より 「大民社」 で発行した新聞 『大
民』の主筆を務めるなど、国士舘と関係を有する人物であった。坂口は、自身が野田の逝去時に東京朝日新聞に掲載した記事を『野田大塊伝』中に転載して「国士館の為めに」の一節を設け その功績を次のよう 紹介した。ここには、野田がいかに国士舘に対して情熱を注ぎ、支援を行ってきたかが端的に記されている。
翁が教育方面の努力として、大正五年以来、東京市外世田ヶ谷所在の国士館、若しくはその母体たる大民倶楽部の有力なる後援者であったことは、極少数有志以外に、これを知 ものはない。 （中略）大正六年十一月特に育英機関として、国士館創立に際しては、一層の指導と
誘ゆうえき
掖
とを
吝おし
まなかった。国士館
が世田ヶ谷に地を卜して移転拡張を行ったのは、大正八年の事であるが、翁は の時、同憂 士 共に財団法人の基礎を造るべく、国士館の為めに将来計を
樹た
て、同十年遂に維持委員会の創立を見るに至
らしめた。 （中略）翁は大正十四年、そ 大病から奇蹟的 回復し、暫らく東京の紅塵を避けて、鎌倉長谷に転地静養することと為ると、
聊いささ
か政治の
煩はんるい
累
に遠かり得たのを
幸ひ、国士館の為めに又大学創設を発企し（中略）
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国士館の為めに労して、
厭いと
はなかった。 （中略）
国士館が翁の死に対して、
泣きゅうけつ
血
の悲みを禁ぜぬ所以
は、ここに在る。而して翁がその病の
重お
もるまで、
国士館の事を念じて、忘れなかった態度は、死また能く後進を奮起せしむるものとも言ふべきである。（後略）
野田卯太郎翁の邸へ同じく勧誘に行つた。何でも、非常に大きな方で、号からして大塊と云はるるそうぢやと聞いて居つた。 （中略）玄関に立つて、取次ぎを頼んだ。女中が引込むと、代つて見えたのが、実に きい方である。上野公園の西郷さんの銅像のような大きい方が、ヌット玄関に立たれ 、さあ上りませんか。と云はるるままに西洋風 応接間に通つ 。用向は問はるるま もなく牛乳の勧誘である。如何です、幾何ら位儲かるですか 学校 いけるですか。と種々尋ねられた末、 （中略）私の内は誰も呑まぬから、鶴原定吉さんを御紹介しませうと云て、衆議院議員野田卯太郎と云ふ名刺に、鶴原先生宛の御紹介状を貰った。
　
このように、野田は、若き柴田德次郎を中心とし
て一九一七（大正六）年に創立した国士舘を支援し、一九一九（大正八）年の財団法人化をはじめとして教育の体制を整える途をひらき、ひいては野田が中心となって大学の設置構想を推し進めるなど、多大な労を執ったことが示されている。それでは、野田と国士舘との関係は、どのように始まったのであろうか。　
野田卯太郎と柴田德次郎は、福岡の同郷である。そ
の出会い 『大民』第二巻第一二号 青年大民団、一九一七年）の一節「道邊の草」に、柴田德次郎が「此木田頑石」の名で記し いる。柴田が、故郷の福岡県から、一九〇五（明治三八）年に兄 波次郎を頼って上京の後、牛乳配達をしながら苦学して学校に通った頃 思い出を振り返って、野田との出会いを次 ように回顧している。
　
この後、柴田は、野田の紹介状を携えて、実業家・政
治家の鶴原定吉を尋ねた結果、無事、鶴原邸への牛乳配達の契約を取り付けることができた。　
なお、これには 日談があり、実は柴田と面談したの
は野田卯太郎の息子俊作で、独断で鶴原を紹介していたのであった。当然、鶴原と卯太郎が、議会で顔をあわせた折に次のような柴田 話になった。
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　「此木田と云う牛乳屋はどんな奴かね。 」　「よく知らんよ。君は一体どんな奴と見たか。 」　「何だかよくは分らぬが、よさそうに思った家に帰った卯太郎に、俊作が柴田の話をしたところ二人で「大笑ひしましたよ」という逸話が記されている。こうして野田卯太郎は、息子俊作を介して柴田德次郎を知り、その後の親交を深めていくこととなる。　この柴田の苦学時代の出会いは、福岡県地域史研究所
に残る野田の日記資料にも見ることができる。例えば、一九一五（大正四）年六月二八日の日記 野田は次のように筆をはしらせている。　　
柴田徳太郎ヘ（柴田山牛乳配達の苦学生）金五拾円
　　
を恵与ス、同人苦学の結果、早稲田学校卒業、就職
　　
の途ニ上ル、其資金トシテ
　
柴田「徳太郎」は、もちろん柴田「德次郎」のことで
ある。この頃の野田は、 東洋拓殖会社副総裁の職にあり、本社のあった朝鮮の京城（現ソウル）に居を構え た苦学の末に早稲田を卒業した柴田は、就職活動のため京城に渡航して野田を訪ね、卒業祝いの意味もあったであろう「金五拾円」を贈られている。現在の貨幣価値に換
算すれば約五〇万円の多額の金を贈るほど、野田と柴田の間には、既に一応の親密な交流があったことは容易に理解できる。　
このように野田は、同郷の苦学生である柴田德次郎に
対して知遇を与えた。その後も柴田との は続き、柴田德次郎など青年有志によって一九一三（大正二）年に発足した青年大民団に対しても、顧問 頭山満が同郷であることもあっ か、 一九一七 （大正六） 年七月発行の 『大民』に掲載の青年大民団名簿では、顧問として名を連ねている。この頃の野田は、東京で衆議院議員として多忙な政治活動を行いつつも『大民』誌上 いくつかの論評などを寄稿している。そして、いよいよ国士舘の創立にあたっては、 「国士館設立趣旨」で臨時講師 名を連ね
野田卯太郎の画賛
（大講堂掲額）
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るなどの支援を行った。　
一九一九（大正八）年一〇月、国士舘が世田谷に校地
を得た国士館新築記念号として発行した『大民』には、巻頭に「祝国士館落成
　
逓信大臣野田卯太郎」の広告が、
口絵には野田筆の「蘭香る
　
憚りながら
　
筑紫種」の一
首と蘭図の写真が、それぞれ掲載された。この写真は、現在も大講堂に掲げられている野田筆の画賛である（写真） 。また、 顧問 卯太郎の名で 「国士館に関する希望」として「前途は遼遠ぢや、着々とや 事」と コメントを、記念号に寄せている。　
この頃の野田は、原内閣で逓信大臣の要職にあり、国
士舘への支援どころではな 多忙な日々であったはずである。これにも関わらず、一九一九（大正八）年七月一七日に挙行した大講堂上棟式に 式 は参列 きなかったものの国士舘に足を運び（ 『大民』第四巻第八号） 、同年一一月九日の国士館落成式の際には代理とはいえ祝辞を寄せる（ 『大民』第五巻第三号）など、国士舘への支援を惜しまなかった。 この多忙な中でも野田 、一九二一（大正一〇）年 発足 舘維持委員会を中心とする支援活動にあ り、各界名士たちに働きかけて賛同者を募り、寄付金の提供をはじめとする多様な支援を促した。例えば 日本工業倶楽部 創設 はじめ、
　
大正十年六月二十三日逓信大臣より面談の希望あ
りしを以て、
豊（和田）
治
君は同日午後二時半官邸に訪問し
たる所、国士館の基金百万円募集の計画に付き名義を出し賛成の意を表してくれとのことの依頼ありし故之 承諾 、八月二十六日には逓信大臣の午餐会に招かれ、国士館維持基金募集の協議をなし、逓（野田）
相
、
清（奎吾）
浦
子、大橋新太郎君及び豊治君等に於て各
自分担勧誘のことを定め 大に応援の労を執り、爾来館長柴田德次郎、理事喜多悌一、花田大助の諸君と数ば会合して基金募集の事を助力し、大橋新太郎君と共に先づ自ら巨額 寄附金をな 、また安田保善社に至りて援助の勧誘をなし、之れまた承諾せしむる等深く尽す所あり（括弧内は筆者注）
これによれば、野田は官邸に和田を呼び、国士舘に対する募金活動に協力依頼を行った。募集計画にある「百万 多数の会社経営に関わった実業界の名士である和田豊治は、野田の仲介によって国士舘の支援を行ったひとりである。　
その顛末は、喜多貞吉編『和田豊治伝』 （和田豊治伝
編纂所、大正一五年三月） 、詳細に記されている。
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円」の額は、一九一八（大正七）年に公布された「大学令」に基づき、国士舘大学の創設を意識したものであった。私立大学の設置には、 「大学令」第七条に基づき財産保有の義務があるほか、五〇万円以上の供託金を政府に支払うこととされ、その他の設備・施設の整備に係る経費を考えて 金額で ったと考えられる。 結局和田は、野田の仲介で柴田德次郎らと会合した後、博文館（現共同印刷社） 創設した出版界の名士である大橋新太郎とともに、多額の寄付をした。また、安田保善社（現安田不動産）を勧誘して、国士舘への資金援助を依頼したのである。野田は政治家としての名声を国士舘へ 支援に利用して、各政財界で活躍する名士に広く呼びかけ 資金面などの支援を募っていった。　
野田は、国士舘に大学の創設を夢みた。そこには、同
郷の柴田ら長年 交友であり また国士舘の教育への賛同でもあり、 政治家としての国家の将来への想いなども、その支援に動いた理由 った で ないだろうか。しかし、野田の逝去が大きな理由となって 大学 創設は一時頓挫してしまうのである。　
逝去の一月後、一九二七（昭和二）年三月二二日に、
国士舘では大講堂で「野田大塊追悼会」を挙行した。ここには田中義一（政友党） 、若槻礼次郎（憲政党） 、床次
竹二郎（憲政本党）など政党・派閥を超えて多くの政治家が参加し、また渋沢栄一など各界の名士が参列した。会は、柴田德次郎、小村欣一、上塚司、花田半助、山田悌一が司会に、また渡邉海旭が導師となって、当時の国士舘を運営する人物が中心となり、野田の恩情に敬意を表し挙行した。　
時は流れ、一九三九（昭和一四）年二月二三日、野
田卯太郎一三回忌を記念して『野田大塊翁十三回忌追悼録』 （編集発行中根栄）と『大塊句選』 （発行野田俊作）の二冊が発刊された。 『追悼録』には、柴田德次郎の「報恩の一つ」と題する追悼談も所収された。柴田は、一九一九（大正八）年の財団法人国士舘を設立 時、創立者として柴田の名とともに侯爵小村欣一を入れ ところ、野田から「柴田が侯爵を偉い位に思つて居る」と叱られたというエピソードを記し、野田の大きな人柄を称えている。また追悼の最後には、野田が重い病を押てまで、国士舘を支援した当時を振り返るととも 、国士舘の目指す信念を改めて次 よう 示している。
国士館が本当に君国のためにお役に立つ事業を行ひ、又国家の為めに 士館なり「大民」なりが、出来得る限りのご奉公をする事が、即ち野田翁に対す
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また、 野田が生前に詠んだ句を集めた 『大塊句選』 にも 「竹の子や
　
のびつふとりつ
　
国士館」 の一首が所収された。
あたかも、 国士舘の発展に奔走する柴田ら若き青年らを、父のような温かな眼差しで支えた野田卯太郎の心情を想起させるようであり、いかに国士舘への想いが強かったかを推し量ることができる。　
最後に、先に触れた国士舘の追悼会で、柴田德次郎が
行った追悼演説を『野田大塊伝』より紹介しておきたい。
先生は人の
偶たまた
ま国士館の何たるかを問ふことがあ
れば、俺や頭山のやうな人物を作る処であると答へられました。われ等学徒が絶えず、真なる、善なる、人類至上の理想に向つて精進する時、必らずや野田先生は彼岸に在り、 と共に国士館に在り。即ち先生は不滅不死、永久に高大に活きらるるのであります。
　
野田卯太郎逝去の後、その親族も常に国士舘の発展を
支えた。息子俊作は、卯太郎亡き後の国士舘で理事の要職を務めるなど、長年にわたって支えた。また卯太郎の
る報恩の一つであると信じて居ります。
娘タキノと結婚し、娘婿にあたる松野鶴平（参議院議長など歴任）や、 その息子の頼三（農林大臣など歴任）も、国士舘大学の発展に欠くこと できない最 の支援者であることは偶然ではない。
